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新
年
度
に
当
た
っ
て
の
決
意

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
行
政
を
は
じ

め
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
指
導
と
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
事
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
元
年
度
の
総
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
あ
る
中
、
無
事
終
了
し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
様
方
に
、
ご
心

配
や
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
恐
縮
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
幸
い
に
し
て
感
染
者
も
な
く
少
し
は
安
心

し
て
い
る
所
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り
、

理
事
、
監
事
共
に
、
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
期
四
年
間
務
め
、
責
任
の
重
大
さ
を
身
に
感
じ
な
が

ら
も
三
度
目
の
理
事
長
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
微
力
な
が
ら
健
康
に
留
意
し
て
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
も
大
き
く
、
ま
た
、
請
負
や
委
託

を
受
け
る
側
と
し
て
も
、
年
々
厳
し
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
が
、
安
全
第
一
で
親
切
・
丁
寧
を
心
が
け
る
と
共
に
、

基
本
理
念
で
あ
る「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」で
役

職
員
が
一
致
団
結
し
て
運
営
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

�

小
　
林
　
文
　
雄

五
月
二
十
九
日
に
油
木
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
十
年

目
を
迎
え
、
定
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
貢
献
に
対
し
て
、
受
賞
者

十
八
名
を
代
表
し
て
赤
木　
恵め
ぐ
み

会
員
に
表
彰
状

と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
お
断
り
す

る
と
共
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
書
面
決
議
を
推

奨
し
て
会
場
へ
の
出
席
を
自
粛
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
ご
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

会
員
総
数
三
〇
〇
名
中
、
出
席
会
員
三
一
名

（
議
決
権
行
使
書
提
出
二
二
四
名
）で
議
決
権

数
二
五
五
名（
八
五
％
）に
よ
り
定
足
数
を
満

た
し
総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

議
長
に
瀬
尾
哲
生
会
員
が
選
任
さ
れ
、
監
査

報
告
に
続
き
、
①
二
〇
一
九
年
度
事
業
報
告
②

二
〇
一
九
年
度
補
正
予
算
③
令
和
二
年
度
事
業

計
画
④
令
和
二
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
、
続
い
て
第
一
号
議
案
：
二
〇
一
九
年

度
決
算
に
つ
い
て
、
第
二
号
議
案
：
理
事
及
び

監
事
の
選
任
に
つ
い
て
、
第
三
号
議
案
：
理
事

長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
重
点
課
題
と
し
て「
会
員
拡

大
」「
就
業
機
会
の
確
保
と
就
業
拡
大
」に
取

令
和
二
年
度
　
定
時
総
会
開
催

組
ん
で
き
ま
し
た
。
第
三
次
中
期
計
画
の
目
標

会
員
数
三
一
九
人
に
対
し
て
、
三
〇
八
人
と
伸

び
悩
み
は
あ
っ
た
も
の
の
前
向
き
に
入
会
促
進

を
行
い
、
契
約
金
額
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
の

伸
び
を
示
し
て
目
標
達
成
に
至
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で
も
、
目
標
数

値
で
あ
る
就
業
延
人
員
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の「
地
道
な

就
業
活
動
と
ご
労
苦
」に
対
し
て
感
謝
と
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
が
恒
常
的
な
伸
び

と
な
る
か
依
然
と
し
て
厳
し
い
事
業
運
営
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
身
の
丈
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

事
業
展
開
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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令和元年度事業実績（請負・委任、派遣）（R2.3.31現在）

51.4％20.6％

0.1％

請負・委任
公共事業

13.2％

請負・委任
個人・家庭

請負・委任
独自事業

14.7％
請負・委任
一般企業等

派遣事業

契約金額
73,676,564円

公共・民間別事業実績（令和元年度実績）（R2.3.31現在）

事　項
区　分　

受注件数
（件）

就業延人員
（人日）

契約金額（円）
配分金 材料費等 事務費 合　計

公
共
・
民
間
別
実
績

公共事業 105 11,951 33,146,598 615,476 4,126,481 37,888,555

民
間
事
業

一般企業等 99 2,438 9,554,411 292,755 986,527 10,833,693
個人・家庭 866 2,693 10,945,407 3,093,243 1,104,153 15,142,803
独自事業 2 27 53,880 35,390 4,973 94,243

派遣事業 6 2,425 7,866,182 1,851,088 9,717,270
合　　計 1,078 19,534 61,566,478 4,036,864 8,073,222 73,676,564

令
和
二
年
度 

互
助
会
事
業
予
定

事
業
目
的

一
、�

互
助
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
の
場
だ
け

で
な
く
、
同
時
に
相
互
の
融
和
、
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

二
、�

互
助
会
は
、
潤
滑
油
的
な
効
果
の
あ
る
趣
味・ス
ポ
ー
ツ・

親
睦
旅
行
な
ど
会
員
の
自
主
的
な
運
営
で
活
動
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

三
、�

互
助
会
は
、
会
員
が
意
欲
を
持
て
る
よ
う
、
お
互
い
に
連

携
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

事
業
予
定

①
親
睦
旅
行

②「
シ
ル
バ
ー
の
日
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

④
同
好
会
活
動

 

※�

日
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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学
童
保
育

宿題に集中（油木館）

や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
油
木
館

�

松
　
岡
　
純
　
夫

や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
油
木
館
の
学
童
保
育
に
、
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
30
名
が
申
し
込
み
を
し

て
い
ま
す
。
会
員
８
名
で
学
童
保
育
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

保
育
時
間
は
小
学
校
を
終
え
て
か
ら
の
午
後
４

時
か
ら
６
時
ま
で
、
学
校
が
早
帰
り
の
木
曜
日
は

午
後
2
時
35
分
か
ら
６
時
ま
で
で
す
。
第
３
土
曜

日
や
学
校
休
業
中
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
開
館
し
て
い
ま
す
。

日
々
来
館
す
る
子
ど
も
達
は
15
名
前
後
で
、
毎

日
２
名
の
指
導
員
が
保
育
を
続
け
て
い
ま
す
。

指
導
員
は
、
子
ど
も
達
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

場
の
安
全
を
確
認
し
ま
す
。
窓
を
開
け
空
気
を
入

れ
替
え
、
備
品
は
所
定
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
る

か
、
落
ち
て
頭
に
当
た
り
そ
う
な
物
は
な
い
か
。

飛
び
出
し
て
足
が
ひ
っ
か
か
り
そ
う
な
物
は
な
い

か
。
子
ど
も
達
が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

を
整
え
ま
す
。

子
ど
も
達
が
や
っ
て
く
る
と「
お
か
え
り
」と

声
を
掛
け
、「
元
気
か
な
気
分
は
悪
く
な
い
か
な
」

今
日
の
様
子
を
見
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

子
ど
も
達
は
持
ち
物
を
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
、
手

を
洗
い
、
お
や
つ
の
時
間
に
な
り
ま
す
。
ホ
ッ
と

一
息
つ
い
た
ら
、
机
に
つ
き
宿
題
を
始
め
ま
す
。

勉
強
を
す
ま
せ
、
み
ん
な
と
遊
ぶ
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
。

学
童
保
育
の
指
導
員
は
、
子
ど
も
達
の
体
や
心

の
様
子
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
子
ど
も
達
が
楽
し

く
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
迎
え
が
あ
る
と
、
子
ど
も
達
は
ラ
ン

ド
セ
ル
を
抱
え
て
玄
関
に
行
き
、
う
れ
し
そ
う
な

顔
を
見
せ
あ
い
さ
つ
を
し
て
帰
り
ま
す
。

全
国
シ
ル
バ
ー
の
日

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

10
月
の
第
３
土
曜
日
、
17
日

を「
全
国
シ
ル
バ
ー
の
日
」と
定

め
て
、
全
国
的
に
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
17
日
前
後
の
午

前
中
、
各
地
区
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」を
行
う
予
定
で
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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み
ん
な
の
広
場

賀
井
美
恵
子
会
員 

作

剪
せん
定
てい
の実技講習会

　剪定に従事しておられる方、剪定に興味がある方を対象に庭木の剪定
実技講習会を予定しています。剪定をしやすい服装でおいでください。
日　時　11月６日（金）午前９時30分から11時30分まで
場　所　豊松収蔵庫の前庭
参加費　無料
講　師　シルバー油木地区剪定班

町内のみなさまへ

ご存じですか？
ハイン・リッヒの法則

熱中症に気を付けましょう！！

300件の「ヒヤリとした」、「ハッとした」
(安全でない行動)に対して、約１割29件の
軽傷事故が発生し、１件の割合で重大事故
が発生するとされています。そのため、事
故の撲滅には、ヒヤリ・ハット体験の原因
を究明し、具体的に克服することが重要な
鍵となるそうです。
そこで会員の安全を願って、一人でも多
くの会員の皆さんに、就業中のヒヤリ・ハッ
ト体験事例をお知ら
せください。記入用
紙は、各事務所に備
え付けています。

　熱中症の患者のお
よそ半数は、65歳以
上の高齢者です！

予防のために
①水分と塩分の補給
②日陰など涼しい場所で計画的な休息
③暑さを避ける衣服の工夫

これからの対応策として
①就業時間の弾力的な運用
　〔時間の短縮と始業・就業時間の変更など〕
②日頃の体調管理に留意
　〔飲酒後の経過時間など〕
③事前に発注者に説明
　〔猛暑時の休息時間など〕
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小田　　緑

高橋　伯明

石井　秀夫

平田ヨシエ

山口ヒロ子

日谷　邦彰

横山　和正

広報部 編
集
後
記

広
報
部

事
務
局
だ
よ
り７月は「安全・適正就業強化月間」です。安全就業に努めましょう。

「いつまでも　
� 働く喜び　無事故から」

安全就業標語を
募集しています！

～ 全国統一安全就業スローガン ～

無事故をめざして

標語の応募　１人２作品まで
応募締切り　令和２年７月31日まで
応　募　先　 神石高原町シルバー人材セン

ター安全委員会（本部又は支部
事務所）

表 彰 内 容　最優秀賞　１名
　　　　　　優秀賞　　３名以内
　　　　　　参加賞　　応募者全員
作品の発表　 機会あるごと

に公表・掲示
を行い、広報
「やまびこ」へ
掲載

〔お問い合わせ先〕
本　　部 ☎0847-89-0121　三和支部 ☎0847-85-2500
神石支部 ☎0847-89-4081　豊松支部 ☎0847-84-2267

会 員 募 集

仕 事 募 集

　当センターでは、
町内在住の60歳以上
の健康で働く意欲の
ある方をお待ちして
おります。

　センターでは様々な仕事をお引き受
けしています。お困りのことは気軽に
ご相談ください。草刈・
剪定は、込み合います
のでお早目にご連絡く
ださい。

広
報「
や
ま
び
こ
」第
34

号
発
刊
に
際
し
関
係
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
親
ま
れ
楽
し
み

に
待
っ
て
お
ら
れ
る
声
を
聞

き
編
集
者
と
し
て
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
定
時
総
会
も

無
事
終
わ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
も
な
く

今
後
皆
様
方
と
共
に
力
を
合

わ
せ
て
健
康
を
保
ち
シ
ル

バ
ー
事
業
発
展
の
た
め
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は

シ
ル
バ
ー
会

員
の
増
員
に

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

令和 2年 7月 やまびこ　第 34 号 6


